
皆さまのご意見を
お待ちしています

今後の進め方

アンケート結果

お問い合わせ先
石巻市  復興政策部  地域協働課
TEL ： 0225-95-1111（代表）
FAX ： 0225-22-4995
E-mail ：iscviact@city.ishinomaki.lg.jp

　皆様からいただいた意見について、市では新たな財政措置が必要な課題や、より積極的に
解決に取り組むべき案件などを整理・調整し、市としての方針や方向性のとりまとめを行い
ました。
　それを、湊地区の町内会長連合会、渡波地区の行政区長会にてお示した後、市が策定する
震災復興基本計画実施計画へ反映させるなど、具体化させていきたいと考えています。

東部地区復興まちづくり だより

Vol.1

吉野町一・二・三   県住光和会   御所入   
　石巻市では現在、“どうすれば安心して暮らし続けることができるのか ” 
“ どうすれば仮設住宅等にお住いの方々が戻ってこられるのか ”をテーマと
した東部地区※の復興まちづくりに、住民の皆さんとともに取り組んでいます。
　その一環として、昨年の 11月末から地区別に２度
の意見交換会を開催しましたので、その結果をお知
らせします。

※東部地区とは・・・
　旧北上川より東側の市街地の
うち、津波による被害が大きく、
かつ土地区画整理事業等の事業
を行わない地区を指します。

平成26年8月
石巻市  復興政策部  地域協働課

吉野・御所入・湊町地区

：東部地区

吉野・御所入・湊地区
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被災前から継続して住んでいる 応急仮設住宅

みなし仮設住宅 その他
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自主防災組織等による
見回りや声かけ

防災知識の普及や意識啓発

防災訓練や防災に関連したイベント

避難する時に支援が必要な人の
把握と、支援者の割り当て

その他
回答者数：189
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このまま現在の場所に住み続けたい

被災前に住んでいた場所に戻りたい

市内の被災前以外の場所へ移りたい（または既に移っている）

市外に移りたい（または既に移っている）

決められない、わからない
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津波からまちを守る堤防

安全な避難場所や十分な備蓄

身近な商店や銀行、行政サービス
などの生活利便施設

病院やクリニック
などの医療施設

高齢者や障害者、子育て等
を支援する福祉施設

集会や文化活動、地域のイベント
などができる集会所等

道路、公園、下水道
などの基盤となる施設

交番・駐在所、消防団倉庫など、
治安や安全のための施設

バス、鉄道、コミュニティバス
などの公共交通

その他 回答者数：195

(%)

平成 25 年 12 月から平成 26 年 1月にかけて、被災時に東部地区にお住まいの約 6,000 世帯の方に、
アンケートを実施しました。主な設問と結果は、次のとおりです。

吉野
御所入
湊町

全体

●現在のお住まい

●安全・安心のために有効と思う活動

●住み続けるために重要と考えられる施設

●今後のお住まい



意 見 交 換 会 の 様 子

話 し 合 っ た 主 な 意 見

第 2回意見交換会を開催しました　【平成 26年 2月 27 日（木）　会場：みなと荘　住民出席者：26人】

第 1回意見交換会を開催しました　【平成 25年 12 月 11 日（水）　会場：みなと荘　住民出席者：28人】

第 2回意見交換会に参加した感想・意見等

その他：0人
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●参加してみて●

・他の町内の方々の意見や要望等のお話を聞けて良かった。各町内の住民の目線で物事をとらえて、計画は計画としてまず最
小限の避難通路、場所等を確保するようにしてほしいと思う。戸建が少なく住民の人数等が少ないので、他の町内会との連
携が必要だと痛感した。現在の町内の照明（街灯・防犯灯）が暗いので外出が怖いとの要望もある。目に見える安全通路の
安全設備等が早期に実現したら人が戻ってくると思う。

・災害から 3年経過し小・中学校が開校する中、道路の歩道を早く補修してほしい。子どもたちからの要望もある。高盛土道
路付近に防災無線等の取り付けをしてほしい。

・社会勉強になった。来て本当によかった。これからの生活に役立つように頑張りたい。
・近辺の大型の工事が終了するまでは、家近くの細かい事項を提案しても後回しにな
ると思う。

・安全な町に一歩近くなったのかな！？
・道路のミラー等が壊れているので早く新設をお願いしたい。
・良い話し合いが出来たと思う。
・話し合いを進める人に実際に足で見聞して現場を見てほしい。
・いろいろな意見が数多く出たが、意見を反映して計開くし早めに実施してもらいたい。
・骨格が見えてきているので、早期に進めてほしい。
・まちづくりについての意見交換会、こういう会合はもっと早くやるべきだったと考
える。その上で高盛土道路や区画整理等の都市計画の方向が確立すべきでないか？
また、毎度いろいろな意見や要望が出ているが、ほとんどの事例が達成されていな
いのが現状。

・私たちの話し合いをまとめ、意見を引き出し、わかりやすくまとめていただいた司
会の方の手腕に感謝。

・あまり私としてはわからない。いつも同じ話である。
・再開する湊小中学校の通学路を検討してほしい。

通学路が危険。
まず子どもの
安全対策をするべき。 町内会で避難先や避難ルート

を考えるべき。

高い階数の民間施設はみんな
避難ビルに指定するべき。

堤防や高盛土道路を
早く作ることが先決である。
夢を語るのは、安全性が
確保できた次のステップだ。

今津波が来た時の対策として、
各町内会ごとに応急的な避難場所を
設置する。大門崎公園など近くの山
へお年寄りが今すぐ避難できるよう
に早急に階段等を整備してほしい。

骨格の道路（国道拡幅、高盛土道路、堤防）
を早く整備すれば、整備が安心感につながり、
沿道の土地利用も進む。

幹線道路（国道）以外の
道路を拡幅すると
利便性が向上し、
人が戻ってくるのでは？

夜道が暗いため、
街灯を増やせないか。

昔のように店舗や病院、
銀行などの施設を充実させ、
歩いて暮らしやすい
まちにする。

災害時に高齢者を助ける人が
いないため、隣の町内会など
町内会の枠を超えた連携が
出来ないか。

日頃から防災訓練を行う
ことによる意識づけと
身体で覚えることが大事。

お年寄りや身障者が
車で避難することを
優先とするルールが
必要。

湊町三丁目のお寺は
地域の人がいったん
集まる避難場所として
協力関係にある。

人を呼び戻すには、今住んでいる人が
夏祭り・バーベキュー・神社でのカラ
オケ大会など、コミュニティ活動を楽
しんでいることを、仮設やみなし仮設
に住んでいる人にうまく伝えることが
重要。

●安全・安心●

●コミュニティ●

●暮らしやすさ●

コミュニティが暮らし
やすさも安全・安心も
大切と考えられています。

暮らしやすさに身近な
安全対策も求められました。

安全・安心に関する
意見が多く出ました。

平成 25 年 12 月 11 日　みなと荘集会室にて、吉野・御所入・湊町地区の合同意見交換会をとり行いました。
主な意見：
・牧山入り口の駐車場を避難場所として指定しトイレ等整備も行って欲しい。
・御所入湊線の先を避難路として整備し、また、サイン等により誘導してほしい。
・道路の側溝が低くなっており、段差があるので危険。なんとかしてほしい。
・国道 398 号を工事用車両がスピードを出して走るので常に振動が起こっている。
・病院、商店、派出所、銀行等、生活に必要な設備を持ってきてほしい。
・湊出張所（消防署）はなくなるのか？残して欲しい。
・旧北上川の川底に汚泥がいっぱい溜まっている。浚渫作業をして欲しい。
・湊小学校・湊中学校が戻ってくるので、通学路を検討してほしい。
・御所入湊線の吉野町区間が整備されるまで、電柱を移設したりして道を広くして
ほしい。

・防災無線が聞き取りづらいのでなんとかしてほしい。


